
紹
　
介

二
代
文
集
索
引

イ
ギ
リ
ス
中
世
史
概
説

豪
高
に
つ
い
て

佐
伯
富
編

　
三
代
文
集
索
引

　
本
書
は
、
中
国
宋
代
の
有
名
な
士
大
夫
十
人
が

残
し
た
文
集
に
つ
い
て
、
人
名
・
地
名
・
官
職
名

を
は
じ
め
、
経
済
・
社
会
・
官
制
・
法
制
・
兵

制
・
民
族
・
宗
教
・
文
学
・
美
衛
・
思
想
・
掌
故

な
ど
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
語
句
を
抽
出
し
、
こ
れ

を
語
頭
漢
字
五
十
音
順
に
排
列
し
た
索
引
で
あ
り
、

佐
伯
断
碑
が
梅
原
郁
・
近
藤
秀
樹
・
竺
沙
雅
章
・

寿
田
隆
信
の
諸
氏
の
協
力
の
も
と
に
編
し
た
も
の

で
あ
る
。
十
人
の
士
大
夫
と
そ
の
文
集
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　
萢
仲
掩
　
　
『
萢
文
正
公
集
』

　
旧
株
　
　
『
河
南
先
生
文
集
』

　
欧
陽
脩
　
　
『
欧
陽
文
忠
公
全
集
』

　
張
団
平
　
『
楽
全
集
』

曾
輩

司
馬
光

洪
這

朱
孫

葉
適

真
徳
秀

　
こ
れ
ら
の
諸
書
は
、

に
収
め
ら
れ
る

も
『
四
部
夕
刊
』
初
編
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
書
の
は
し
が
き
に
も
み
え
て
い
る
よ
う
に
、

宋
代
史
の
研
究
に
は
今
や
文
集
の
検
索
は
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
時
間
に
限
り
あ
る
研

究
者
に
と
っ
て
、
数
多
い
文
集
を
読
破
す
る
こ
と

は
至
難
で
あ
る
。
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
宋
代

の
代
表
的
文
集
の
利
用
は
い
よ
い
よ
便
利
に
な
り
、

中
国
史
を
研
究
す
る
上
に
ま
た
新
た
な
工
具
が
提

供
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
そ
の
収
め
ら
れ
た
語
数
の
豊
富
さ
に
加
え
て
、

い
ま
ひ
と
つ
の
本
書
の
特
長
は
、
当
該
の
語
句
が

そ
の
文
集
の
ど
の
論
議
・
塞
誌
銘
・
劉
子
な
ど
に

の
せ
ら
れ
て
い
る
か
を
、
括
弧
の
中
に
入
れ
て
明

示
し
た
点
で
あ
る
。
同
じ
編
者
の
手
に
な
る
『
宋

要
職
漫
漫
索
引
』
に
お
い
て
も
類
似
の
方
法
が
と

『
元
豊
類
稿
』

『
温
国
文
正
司
馬
公
文
集
』

『
盤
洲
文
集
』

『
朱
文
公
文
集
』

『
水
心
先
生
文
集
』

『
西
山
先
生
真
文
忠
公
文
集
』

　
　
　
　
『
景
雲
全
書
珍
本
初
集
』

　
『
楽
全
集
』
の
ほ
か
は
、
い
ず
れ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
利
用
者
は
、
求

め
る
語
句
が
い
か
な
る
場
合
に
使
用
さ
れ
て
い
る

か
を
あ
ら
か
じ
め
推
測
で
き
、
こ
の
点
で
史
料
集

に
一
歩
近
づ
い
た
索
引
で
も
あ
る
。
ま
た
そ
れ
だ

け
に
編
纂
の
過
程
に
お
け
る
苦
心
も
察
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　
玉
安
石
な
ど
著
名
な
士
大
夫
の
文
集
で
、
本
書

に
扱
わ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
　
（
蘇
賦
の
も

の
は
、
か
つ
て
佐
伯
氏
に
よ
っ
て
『
蘇
東
披
全
集

索
引
』
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
）
ま
た
分
担
し
た

協
力
者
が
同
じ
規
準
で
語
句
を
抽
出
し
て
完
全
に

統
一
さ
れ
た
形
を
と
る
保
証
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
本
書
の
有
用
性
を

い
さ
さ
か
も
損
う
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
本
書
は

利
用
者
各
自
に
お
い
て
こ
と
あ
る
ご
と
に
価
値
を

見
出
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
近
年
宋
代
の
み
な

ら
ず
、
研
究
の
た
め
の
工
具
と
も
い
う
べ
き
索

引
・
目
録
類
の
刊
行
は
多
い
。
こ
れ
ら
を
利
用
し

て
の
基
礎
的
実
証
的
研
究
の
上
に
立
っ
て
、
歴
史

像
の
再
構
成
と
総
合
が
待
望
さ
れ
る
。

　
　
（
A
5
判
八
四
五
頁
　
昭
和
四
五
年
三
月
　
東
洋
史

　
研
究
会
刊
　
定
価
四
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
植
松
正
）
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